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制，、地

る

農

業

こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
五
月

τ十
問

H
か
ら
約

一一ヵ
月
間
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
か
ん
諮
的

を
製
造
し
て
い
ま
す
が
、
休
耕
川
向
転

作
に
よ
り
耕
作
面
的
引
を
中
や
し
将
米

は
ぷ
イ
金
ア
ス
バ
ラ
u

と
し
て
町
の
名
物
に
し
た
い

与
え
で
す
。
ま
た
‘
タ
ケ
ノ
コ
や
フ
キ
な
と
山
菜
の

か
ん
詰
的
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ス
イ
ト
コ

1
ン
、
枝
豆

主
ど
の
冷
凍
食
品
の
加
工

L
計
的
.
通
年
出
間
車
告
白

椋
に
し
て
い
ま
す
。

力

あ

J¥ 

農

協

で

食

品

工

場

を

操

業

山
木
町
生
死
例
制
燃
や
サ
前
年
労
働
力
的
流
出
な
と
、
本

町
の
股
業
は
大
き
な
転
出
世
期
を
迎
え
て
い
ま
す
の

減
反
に
も
揺
る
が
さ
れ
な
い
地
力
あ
る
牒
業
へ
ー

と
、
今
金
州
刷
協
で
は
、
グ
レ
ー
ド
ル
興
鹿
か
り
は
収

し
た
か
ん
詰
め
工
場
を
食
品
工
場
と
し
て
活
用
す
る

‘ 

， 
¥¥¥¥¥  

， 

'71年

l'〆谷和、

昨

月号6 
亀



( 2) 

に
話
そ
う

l
町
政

ィ
日

善
本
町
懸
案
の
昭
和
四
十
六
年
度
道
開
発
事
業
(
倒
的
、

1
1
1
1
0

遊
瑚
同
期
入
事
業
)
は
、
十
五
億
円
余
の
投
入
が
決
ま
り
、

1

0

ー
す
で
に
道
路
網
、
河
川
の
整
備
や
産
業
振
興
の
た
め
、
各
口

地
で
工
事
が
始
ま
り
ま
し
だ
こ
と
し
申
寵
さ
れ
る
お
も

:

o

な
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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些
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
リ

を
進
め
る
に
は
、
町
民
が
何
を

考
え
ど
ん
な
立
見
を
も

っ
て

い

る
か
を
正
し
く
は
あ
く
し
て

そ
れ
を
広
く
行
政
に
反
暁
し
て

い
く
こ
と
が
円
取
も
た
い
せ
つ
で

す。
そ
こ
で
、
町
長
と
町
民
が
い

つ
で
も
気
軽
に
話
し
合
い
、
対

話
的
中
か
り
附
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

確
立
し
て
い
か
主
け
れ
ば
な
リ

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
二
階
的
典
に
あ

っ
て
『
公
選
れ
し
て

入
り
づ

り
い
』
主
ど

肉
声
が
あ
っ

た
町
長

宅
を

一
階
の

F
務
主

に
移
し
た
も
円
で
す
。

小
さ
主
悩
み
ご
と

や
判
的
相
談
、
ま
た

町
づ
く
り
の
む
U
凡な

ど
な
ん
で
も
け
つ
こ

う
で
す
。
民
ぐ
っ
ゃ

げ
た
ば
き
で
気
軽
に

お
こ
し
く
だ
さ
い
.

こ
の
町
民
I
A
h
x

持
転

に
伴
っ
て
助
役
、
総

町
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し

ま
れ
明
る
い
役
場
づ
く
リ
を

ー
と
、
こ
の
は
ど
町
長
期
的

一
階
移
転
と
窓
口
町
改
善
也

ど
役
均
内
的
課
配
世
を
伴
え

町
長
と
町
民
が
よ
り
接
触
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

，。
'
l
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道路や産業振興に15億円

。

ことしの道開発事業

ロ
ロ
口
口

八
鈴
地
区
一
キ
ロ
も
舗
装

• 
路

ま

道

国
道
二
七
七
号
線
は
、
一
億
三
千
万

円
で
中
里
地
区
と
、
メ
ノ
ウ
怖
か
ら
美

利
河
町
凶
作
ま
で
の
改
良
舗
装

(七

・
三

J
)
が
行
な
わ
れ
、
十
一
月
末
に
は
全

面
舗
装
さ
れ
る
こ
と
に
主
リ
ま
す
。

道
々
今
金
l
八
主
線
で
は
、
日
進
地

区
一

・
九
J
に
六
千
五
百
万
円
で
改
良

と
凍
官
答
防
止
工
事
が
笑
地
さ
れ
‘
叫

が
楽
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
金
地
区

三
百
十
五
灯
に
交
通
安
全
の
た
め
の
歩

報い
( 3) 111111111川川111111川1111111川 111111111111111川IIJIIII川11111111111川 l州1lI11l111l11l1l1l!lrl広
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口

改

も
務
揃
師
、
企
画
室
も

一
階
に
移
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ニ
札
ま
で
の
窓
口
を
改
め
て

カ
ウ
ン
タ
ー
方
式
に
し
、
住
民
係
の
ほ

か
、
直
接
町
民
と
関
係
が
深
い
健
康
保

険
、
年
金
.
一制
相
、
衛
生
主
ど
の
係
も

カ
ウ
ン
タ
ー
の
そ
ば
に
移
し
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

一
階
の
配
置
は
図
的
，
と
お
り
で
す
が

二
階
は
、
建
設
課
止
水
道
室
そ
れ
に
農

業
委

U
会
が
入
リ
、
ニ
九
ま
で
の
町
長

室
は
応
接
室
と
し
て
前
閉
さ
れ
ま
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
か
』
ソ
も
見
え
る
町

。

道
(
三
百
万
円
)
が
新
設
さ
れ
、
八

下
旬
に
完
成
し
ま
す
。

道
々
今
金

l
北
桧
山
総
も
四
千
二

方
向
で
凹
代
地
区
凍
計
怒
防
止
工
事

千
五
百
二
十
灯
)
と
八
鈴
地
区
舗
装

事
(
干
二
百
三
十
日
川
)
が
行
な
わ
れ

寸
• 土砂〈ずれの悩みも解消(中里地区)

河

川

一
級
河
川
利
別
川
町
改
修
事
業
は
、

今
金
、
根
川
地
区
を
中
心
に
三
億
三
千

万
円
で
実
施
さ
れ
、
メ
y
プ
川
、
オ
チ

ャ
ラ
y
ぺ
川
な
ど
七
河
川
町
改
修
や
趨

伴
、
災
害
復
旧
工
事
に
一
億
四
千
六
百

万
円
計
上
き
れ
ま
し
た
。

な
お
、
弘
利
河
ダ
ム
的
予
備
訓
持
は

昨
年
に
引
き
続
き
三
百
万
円
で
行
主
わ

れ
ま
す
.

口

口

口

口

日
進
牧
場
建
設
が
本
格
化

橋

梁

三
ヵ
年
計
画
的
二
年
次
を
迎
え
た
稲

符品川

(
二
百
八
幻
)
は
‘

九
千
凶
行
方

向
で
上
部
五
割
と
種
川
よ
り
の
取
付
道

路
が
略
行
さ
れ
ま
す
。

鈴
金
属
(
四
十
八
灯
)
と
下
濁
川
附

(四
十
灯
)
は
、
二
年
計
画
で
京
久
化

さ
れ
ま
す
が
、
こ
と
し
は
七
千
四
百
万

• 

主
お
、
教
育
委
只
会
は
三
階
に
移
リ

ま
し
た
。

今
後
L
、
税
し
み
や
す
く
町
民
の
た

的
の
役
場
づ
く
り
を
モ
ゾ
ト
ウ
に
し
て

い
〈
方
針
で
す
。

階

配

置

図

匡互司

I {e[i]jj1ii1 

里l /レホ

国同
川
門
凶E亙ヨ

ーこ〆

月

円
の
事
業
授
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

・

農

業

昭
和
四
十
一
年
か
ら
着
工
さ
れ

絵
山
国
営
か
ん
ば
い
事
業
は
、
左

右
岸
と
も
二
億
円
が
投
入
さ
れ
‘

で
は
、
第

一
幹
線
水
路
の
改
修
(

凶
J
)
や
放
水
路
の
設
置
、
右
崎

真
駒
内
ダ
ム
何
本
工
事
務
干
と
、

ま工(百

入
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
本
町
内

田
植
え
も
よ
う
や
く
終
り
ま
し
た
が
、

民
業
改
良
持
及
所
で
は
田
植
え
後
円

管
理
を
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

マ
補
植

欠
株
や
柏
町闘は
、
早
期
に
時
間
を

か
け
て
て
い
ね
い
に
す
る
。

マ
水
管
理

苗
の
活
着
ま
で
は
、
浅
水
に
し
て

浮
会
苗
の
防
止
に
つ
と
め
る
が
、
低

刑
囚
や
強
風
向
時
は
深
水
に
し
て
首
の

柏
市
同
を
防
ぎ
、
天
候
が
回
復
し
て
か

一一一一一一一一一一一一一一一一寸一一一一一一一-1r一一一~ 選びぬけ悔いなく 6年まかす人 I

i 参議院議員通常選挙投票日 6月27日目立;z::i 
j 投票用紙 亙00s (Jl1l'"jt…刷l]) ; 

ttT. i守灰 (吋ずい桃色紙に黒刷り

一

仮で二左岸た
排は ー岸、北

水
工
事
、
仮
設
道
路
町
付
け
管
え
主
ど

が
行
な
わ
れ
ま
す
.

二
年
目
を
迎
え
た
日
進
地
区
共
同
利

用
桜
範
牧
場
放
置
事
業
は
、
二
地
任
下

万
円
で
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
草
地
造
成

や
畜
舎
、
事
務
所
、
肴
祝
舎
、
サ
イ
ロ

な
ど
が
挫
設
さ
れ
・
秋
に
は
十
日
州
内
仮

良
基
礎
ひ
ん
牛
が
入
り
ま
す
s

に
注
意
し
ト
A
F

、っ，，

ら
浅
水
に
す
る
.

7
楕
害
虫
の
防
除

ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
パ
エ
が
町
内
各
地

に
発
生
産
卵
し
て
い
る
の
で
‘
早
期

発
見
に
つ
と
め
る
。
ド
ロ
オ
イ
虫、

ハ
モ
グ
リ
パ
エ
に
も
注
意
す
る
。

ま
た
、
害
虫
は
局
部
的
に
多
発
す

る
の
で
、
殺
虫
剤
散
布
は
時
期
を
央

し
な
い
よ
う
に
し
、

け
い
は
ん
や
周

辺
町
草
地
に
も
散
布
す
る
。

マ
苗
代
白
臨
地
管
理

商
代
を
改
普
す
る
た
め
、
跡
地
に

推
杷
か
緑
肥
施
用
す
る
.

首
立
ち
不
良
の
場
合
は
、
ぺ

l
ハ

を
制
定
し
て
き
ょ
う
正
し
て
お
く
-

V
休
耕
田
の
管
理

休
耕
聞
は
、
傷
力
総
肥
作
物
を
栽

培
し
、
枇
に
す
き
こ
ん
で
地
力
増
進

を
は
か
る
と
と
も
に
、

雑
草
や
笹
虫

内
発
生
状
況
に
注
意
し
、
除
草
や
防

除
を
行
な
う
.
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温泉のすぐ手n~に垂直にE

いどうくつがある。ロー76'

いに10mはど下がると底に

は温水カ九、っぱ、、。中li

:R.っ暗でm灯を附らす
と鐙まL石と数十羽の

コウモリが目に入

る。 “Eまな しの場
つぽ"は探検好き

の人にも辛:ばれそ

林
道
七
百
七
十

μ
が
完
成
し
た
記
念
に

ー
と
、
北
山
内
林
山
引
で
は
町
内
か
ら
約
百
人
を

招
い

て
、
林
道
沿
い
に
サ
ク
ラ
と
シ
ラ
カ

バ
三
百
本
、
ト
ド
マ
ツ
四
宵
本
主
ど
を
植

樹

L
f百
三
ヵ
年
計
画
だ
が
自
然
公
閣

の
表
玄
関
と
し
て
楽
し
み
だ
。

( 5) 

温
泉
ま
で
の
山
路
は
い
ニ
い
怖
の

完
成
て
約
七
百

μ。
珍
し
い
ブ
ナ
並
木

や
眼
下
の
渓
流
を
楽
し
み
な
が
ら
家

族
連
れ
で
気
軽
に
ハ
イ
キ
ン
グ
で
き
る
。

秋
の
燃
え
る
よ

っ
な
紅
葉
町
ト
ン
ネ

ル
も
す
ば
ら
し
い
。

場のし、ーし、町民の 、-

関騒騒騒轟轟
恵まれた環境の美利河温泉一帯

J.IIj 

タもやに包まれ占叙Pなたたずまいの美幸山可温泉.uとふろ浴びた
あと、すかすがしい悶阪の空気をH跡、つ4品、に、談笑カ'Iiずむ.

“f山境，にふさわしし、ガス灯カ印象深い。

M

冊
境
の
い
で
湯
足
利
河
以
良

一
出
か」
町
民
の
い
ニ
い
の
坊
に

と‘

A
Y
金
U
M
林
詔
と
町
で
は
、
こ
の
附
有
林

(二
百
七
十
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
)
を
向
然
休
北
林
と
し
て
帆
比
例
し
、
町
民
に
大
い
に
利
用
し

て
も
ら
う
考

え
で
す
。

ヲ
っ
そ
う
と
し
た
ブ
ナ
的
夫
扶
林
と
並
木
、
は
川
流
と
奇
岩
の
ピ
リ

カ
ベ

y
川
、
内
浦
湾
も
一
望
に
見
波
せ
る
丸
山
町
立
山
遊
歩
道
‘
温

泉
町
わ
く
鎧
乳
洞
な
ど
に
固
ま
れ
た
品
川
寂
そ
の
も
の
の
温
泉
。

白
献
に
対
す
る
関
心
が
年
々
・泊
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
俗
化
さ

れ
な
い
美
し
い
尽
境
に
忠
ま
れ
た
仏
ク
リ
エ
ン
ョ
/
の
拐
と
し
て

町
民
的
健
康
明
進
に
は
最
適
で
す
q

将
来
は
、
長
い
力
部
町
内
二
股
池
山
胤
ま
で
の
三
五
J
に
も
散
歩
道

を
聞
き
、
お
瓦
い
に
利
川
し
ん
り
つ
附
似
J
U
訂
州
さ
れ
て

い
ま
す
。

ドベ;

r
 
... 

‘局、K1N

『
あ
っ

、
駒
ヶ
岳
も
見

え
る
ゾ
」
丸
山

(海
抜
六

百
七
十

μ)
の
山
頂
に
設

け
ら
れ
た
ミ
ニ
展
望
台
か

ら
は
、
羊
蹄
山
や
ニ
セ
コ

'
連
峰
、
内
浦
湾
な
ど
が
一

]
望
の
も
と
に
見
渡
せ
る
。

プ
ナ
や
ン
ラ
カ
パ
林
円

。
聞
を
縫
っ
て
二
千
八
百
H

川

町
登
山
遊
歩
道
を
登
り
つ

め
た
あ
と
だ
け
に
、
ほ
ほ

を
よ
ぎ
る
き
わ
や
か
な
風

が
こ
こ
ち
よ
い
。
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高齢者学級も開設

希望がもてる郷土づく

カ、ま報い

電

気

温

水

器
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町
教
育
委
只
会
で
は
、
明

る
く
希
望
が
も
て
る
家
庭
と

郷
土
づ
く
り
の
た
め
、
ニ
と

し
の
社
会
教
育
の
重
白
目
椋

を
次
の
と
お
り
決
め
ま
し
れ
JZ

O
成
人
教
育

家
庭
教
育
学
級
は
、
目
標

を

『勉
強
婦
さ
な
子
に
す
る

に
は
ど
司
ヴ
し
た
ら
よ
い
か
』

に
し
ぼ
り
、
学
習
と
実
践
の

徹
底
を
期
し
ま
す
。

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
観

を
育
て
る
た
め
、
モ
デ
ル
日

齢
者
学
級
を
開
設
し
現
代
的

複
雑
な
社
会
綿
造
的
変
化
に
適
応
す
る

教
旋
と
生
活
技
術
の
修
得
を
推
塊
ま

た、

P
T
A
活
動
、
文
化
団
体
の
育
成

や
公
民
館
講
座
を
通
じ
、
情
操
盟
か
な

の

ブ

セ‘

/ 

レ
『あ
っ
た
か
い
水
が
出
て
う
れ

し
い
な
』
思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

こ
れ
は
、
北
電
北
恰
山
電
業
所

が
サ
ー
ビ
ス
強
調
句
聞
の
行
事
と

し
て
A
寸
金
季
節
保
育
所
に
電
気
温

水
器

(六
万
円
相
当
)
を
附
っ
た

も
の
で
す
。

f
ど
L
た
ち
は
さ

っ
そ
く
下
を

洗
っ
て

い
ま
す
が

『
た
い
ぎ
が
句

主
い
で
手
を
洗
う
の
で
い
い
で
す

ネ
』
と
保
母
さ
ん
に
も
好
評
で
す
。

e
 

ム
リ
な
日
程
は
事
故
の
も
と
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行
楽
期
の
ド
ラ
イ
ブ
に
注
意
を

行
楽
則
を
迎
、
ぇ
マ
イ
カ
ー
が
多
く
な

る
と
と
も
に
、
例
年
悲
惨
主
交
必
宇
佐

が
ふ
え
て
き
ま
す
。

友
だ
ち
ゃ
家
版
そ
ろ
っ
て
の
楽
し
い

ド
ラ
イ
ブ
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

か
ら
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
不
幸
に
お

と
し
い
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
円
よ
う
な
行
楽
期
に
多
い

一記
過
が

般
を
防
ぐ
た
め
、
ド
ラ
イ
ブ
に
は
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

守
山
山
孝
加
に
は
、
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
ぐ

あ
い
‘
ハ
ン
ド
ル
の
あ
そ
び
、
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
、
エ
ノ
ン
ノ
向
調
子
、

燃
料
や
オ
イ
ル
主
ど
阜
の
市
検
を
完

全
に
行
主
い
ま
し
ょ
う
。

マ
体
の
ぐ
あ
い
が
恕
い
と
き
.
寝
不
足

の
と
き
な
ど
は
、
あ
っ
さ
リ
運
転
を

ま(71 I山川 州川川山川川川川川川川川川川川川川川川川 広報い

せルヲお知

や
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
無
理
な
日
位
は
事
放
の
も
と
で
す
。

冶
中
町
混
雑
や
休
惣
時
間
を
与
え
て

余
裕
の
あ
る
プ
ラ
ン
を
た
て
ま
し
ょ

、勺，
F

。

.あなたも税務職員に

税務職員になる昭和46年度国家

公務員採用初級試験(税務)が次

的要領で行なわれます。

この試験に合格しますと、 明年

4月から 1年間税務大学校に入校

し、専門的知識と教援を身につけ

て卒業後は各税務所に配置されま

す。なお、在学中は国家公務員と

人
間
形
成
を
図
り
ま
す
。

。
婦
人
教
育

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
実
力
を
義
成
し
て

自
主
的
な
団
体
活
動
的
助
長
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
美
し
い
町
づ
く
り
の
た
め

郷
土
美
化
運
動
を
活
発
に
推
進
し
ま
す
。

。
青
年
教
育

青
年
団
体
内
自
主
的
研
修
行
事
を
推

進
L
、
農
業
経
営
、
人
生
絞
計
、
郷
土

の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
其
剣
な
研
究
態
皮
肉

養
成
を
図
り
ま
す
。

。
少
年
教
育

部
落
町
内
会
ご
と
に
ス
ポ

l
ソ
少
年

団
円
増
設
を
図
る
と
と
も
に
子
ど
も
会

活
動
を
活
発
化
し
ま
す
。

。
社
会
体
育

些
か
な
郷
土
を
つ
く
る
原
動
力
は
町

民
の
り
っ
ぱ
な
体
力
で
す
。

こ
の
た
め
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
進

ん
で
ス
ポ

ソ
に
親
し
め
る
よ
う
、
パ

-ー

家庭へ溶け込む社会教育

レ
l
ポ
l
ル
を
町
技
に
し
て
そ
の
普
及

を
図
リ
、
用
具
の
無
償
交
付
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

昨
年
、
背
少
年
会
館
で
行
な
っ
た
体

力
テ
ス
ト
は
巡
回
し
て
実
施
し
、
少
し

で
も
多
く
の
人
に
受
け
て
も
ら
う
よ
う

工
夫
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
と
し
か
ら
で
き
た
ス
ポ
ー

ツ
安
全
似
叫
保
険
の
全
頁
加
入
を
促
進

し
ま
す
。

加
入
し
よ
う

ス
ポ
ー
ツ
障
害
保
険

迎
動
妓
技
中
に
起
き
た
け
が
を
、
安

い
掛
金
で
保
障
し
よ
う
!
と
、
ス
ポ

l

ソ
傷
害
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
加
入
対
象
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

や
社
会
教
育
団
体
の
っ
ち
、

十
人
以
上

の
団
体
の
織
成
只
で
、
活
動
中
町
傷
害

は
も
ち
ろ
ん
団
体
が
指
定
す
る
集
合

解
散
場
所
の
往
復
の
事
故
に
ま
で
そ
の

対
象
が
及
ん
で
い
ま
す
.

ひ
と
り
当
た
り
の
年
間
保
険
料
は
百

円
か
ら
二
千
六
百
円
ま
で
で
、
保
険
金

は
最
高
百
万
円
(
死
亡
)
の
ほ
か
、
後

遺
障
害
、
医
療
保
険
金
も
支
払
わ
れ
ま

す
。加

入
の
手
続
き
は
公
民
館
で
受
け
付

け
ま
す
が
、
こ
と
し
は
六
月
三
十
日
ま

で
で
締
め
切
り
で
す
。

安
心
し
て
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
よ
う
進
ん
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
a

-

守
ス
H
l
ド
門
川

U
M
担
|
掛
川
底
州
選
l
汁

A
3
4
Uう
方

M
M
5・
L
崎
、
草
ゼ

い
出
国
し
、
半
川
距
離
の
不
適
当
主
ど

一

ん
か
V

が
危
険
な
こ
と
は

L
ち
ろ
ん
で
す
。
一

役
所
内
仕
事
に
つ
い
て
テ
キ
バ
キ
や

一
時
停
止
や
徐
行
、
作
図
主
ど
と
と
一
っ
て
も
ら
え
な
い
、
不
親
切
な
扱
い
を

も
に
初
歩
的
主
交
通
ル

l
ル
を
守
り
一
受
け
た
、
納
得
で
き
主
い
、
ど
う
し
て

ま
し
ょ
う
。

一

よ
い
か
わ
か
ら
主
い
、
こ
う
し
て
ほ
し

守
こ
の
時
期
に
多
い
の
が
柄
酔
い
迎
転

一
ぃ
ー
な
ど
、
苦
的
や
相
談
、

に
よ
る
死
亡
事
故
で
す
・

一

古
川
凡
が
あ
る
が
ど
ヴ

L
間

一

ハ
ン
ド
ル
を
出
る
と
き
は
、
絶
対
に

一
係
町
役
所
に
は
巾
し
出
に
一

，、

摘
を
口
に
し
な
に
ま
た
、
ま
わ
り

一
く
い
と
か
、
ど
こ
へ
申
し
一

.

J

町
人
主
転
す
る
人
に
は
少
し
で
も
一

出
た
り
よ
い

か

わ

か

均

二

日

酒
を
す
す
め
る
こ
と
の
主
い
よ
ヲ
に
一
い
と
い
ヲ
方
は
、
気
軽
に

E

一

z

h
d

し
て
く
だ
さ
い
@

一

行
政
相
技
委
員
同
作
品

一

戸

ト

V

I

l

l
i

-

-

ー

一

号ん

(寺
金
屯
訴
E

汁

一
二

|
O
九
O
七
)
に
巾
L

2

1
E

自
転
車
遊
び
は
砂
ヤ
メ
テ
H

一
出
て
く
だ
さ
い
a

一

一

取
り
扱
い
は
無
料
で
す
。

市
街
地
内
国
道
や
近
々
で
幼
児
の
自
一
自
分
の
名
前
を
出
し
た
〈
主
い
方
、
申

転
車
遊
び
が
目
だ

っ
て
い
ま
す
。

一

し
出
町
内
容
を
秘
密
に
さ
れ
た
い
方
は
、

こ
の
ほ
と
ん
ど
が
父
兄
も
つ
い
て
お

一
ご
希
望
に
そ
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ら
ず
非
常
に
危
険
で
す
。

一

{
こ
う
い
う
も
の
を
扱
い
ま
す
}

道
路
で
は
絶
対
遊
ば
せ
主
い
よ
ヲ
お

一

山
氏
所
内
仕
事
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

互
い
に
注
芯
し
ま
し
ょ
っ
。

行
政
相
談
で
扱
う
の
は
.
図
的

同じ給与が受けられます.

b受験資格昭和26年 4月 2日か
ら昭和29年4月1日

までに生まれた男子

7月30固までに人事

院北海道事務局へ

b第 l次試験 10月3日

b詳しくは役場税務課へ

.成人祭の名簿在確認Lています

b申し込み
.， 

こと Lの成人祭は、例年ど必り

8月14日に青少年会館で催されま

す。

対象者の確認のため、部落町内

会を通じて名簿を回覧しています

ので、これに載っていをい人は、

教育長員会に連絡して〈ださい。

対草者1;1、昭和26年 l月16日か

ら昭和27年 1月15日までに生まれ

た人です。

で“日座振替"

金融機関があなたにかわって

納めてくれます。

便利なこの制度を活用しよう。

納税は
納期までに完納しよう

町道民税(1期)

6月30固まで

7
F
M
グ

μ
H
v
e包
ね
じ
d
g
hu
H
U

港
々
公
社
、
公
団
な
ど
固
か
ら
特
別
的

監
行
を
ヲ
け
て
い
る
法
人
的
仕
事
、
あ

る
い
は
道
や
町
の
仕
事
の
っ
ち
で
国
か

句
任
せ
ら
れ
た
り
補
助
金
を
う
け
た
り

し
て
行
な
っ
て

い
る
仕
事
に
つ
い

て
の

普
附
屯
ど
で
す
。

一
た
と
え
ば
、
恩
給

-
年

4

古

『
金
・
登
記
国
税
保
険

、
1

3
・
生
活
保
護
・
農
地
公

生

一

書

・
そ
の
他

一
般
許
認
可

い

E

主
ど
で
す
。

る

=

聞
と
関
係
の
あ
る
仕
事

E

か
ど
う
か
よ
く
わ
か

」つな

日

-
Eい場
合
で
も
、
と
に
か
く

Z

巾
し
出
に
な
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

〈
こ
う
し
て
申
し
出
ま
し
ょ
う
〉

お
申
し
出
は
、
直
接
口
頭
で
主
さ
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
が
、
簡
単
主

も
の
は
‘
手
紙
で
も
包
括
で
も
け
っ
こ

ヲ
で
す
。

遠
慮
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
.

-国保被保険者証の更新はお済み

ですか

国保被保険者証の更新は 4月に

行をわれましたが、まだ更新Lて

いなU人が多数います。

新しい被保険者証はクリーム色

です。お手もとを確認してまだ取

り替えていない人は、至急役場町

民課へおニしください.

古い被保険者証て廿、保険診療

が受けられません.
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い
ま
な
ら
滞
納
分
も

車内

ち

れ

め

同
氏
年
金
的
保
険
料
は
、
納
期
限
か

ら一

-年
以
上
過
ぎ
て
し
ま
、
?
と
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

国
民
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

一

定
的
期
間
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ
と

が
条
件
と
主

っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
を

企遁
制
約
忘
れ
は
ム
り
ま
せ
ん
か

早
〈
し
な
い
と
大
変

カ、ま川1111111(第 156)1¥111川IlIImll川1111川111川111111川"'川"'川11広報い

滞
納
し
て
い
る
と
お
と
し
よ
り
に
な

っ

た
と
き
や
不
曜
の
事
故
主
ど
に
あ
っ
て

も
一
銭
ら
年
告
が
も
ら
え
な
く
主
る
こ

と
が
あ
リ
ま
す
。

し
か
し
、
図
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
が
す
べ
て
年
金
を
む
ら
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
納
期
限
か
ら
二
年
以
上

た
っ
た
保
険
料
も
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
特
別
納
付
の
措
置
が
認
め
句
れ

ま
し
た
。
こ
の
特
別
措
置
は
、
昭
初
四

川3国I

1125i 
lZZ1 事+金l

ま

す

寸
七
年
六
月
ま
て
し
か
認
め
均
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
納
め
忘
札
の
保
険
料
は

す
ぐ
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
納
的
司
令
保
険
料
の
傾
は

未
納
町
期
間

一
カ
月
に
つ
き
四
百
五
イ

川
と
な
リ
ま
す
が
、

一
度
に
納
め
る
こ

と
が
で
き
主
い
と
き
は
分
川
で
納
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
白

も
う

一
度
、
お
干
む
と
の
国
民
年
金

手
帳
や
領
収
証
を
調
べ
、
納
め
忘
れ
の

保
険
料
が
あ
っ
た
と
き
は
、
役
場
年
金

係
で
納
付
舎
を

L
句
い
郵
便
局
か
銀

行
に
払
い
込
ん
で
〈
だ
さ
い
。

免
除
申
請
は
お
早
め
に

生
活
が
苦
し
い
た
め
国
民
年
金
的
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は

事
情
に
よ

っ
て

一
定
期
間
保
険
料
を
免

除
し
て
も

句
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
さ
れ
て
も
、
閣
の
負
担
分
(
保

険
料
紙
の

-一
分
の

一
)
は
毎
月
初
み
立

て
句
札
て
い
ま
す
の
で
、
万

一
の
場
合

に
で
も
年
金
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
六
月
末
日
ま
で
に

印
か
ん
持
参
の
上
役
場
町
民
諜
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

"、ぷ…kl
一鴨川

T
w
h守日
進
牧
場
に
放
牧

初
夏
の
き
わ
や
か
主
風
向
吹
く
日
進
牧
場

に
、
こ
と
し
も
約
二
百
似
の
乳
牛
が
政
牧
さ

れ
ま
し
た
。
十
月
の
里
帰
リ
ま
で
に
は
見
事

に
育
つ
、
」
と
で
し
ょ
う
。

." ，'， 
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眠の動松
前月に比べて

Jl，171人 (ー58)

5，424人(一24)

5，747人 (-34) 

2，83g (+8) 

(42222Et口)

=広報=

トヒベνクス

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
季
節
保
育
所

鈴
金
、
金
原
地
区
町
幼
児
一

一十
一二
人

が
入
所
。

『ネ
コ
の
干
も
借
り
た
い
旧

植
え
時
期
に
も
安
心
し

τあ
ず
け
均
れ

ま
す
M

と
部
中市
町
人
た
ち
に
蒋
ば
れ
て

い
ま
す
。

~'.-
It>--. 

吉

間

弘

二

(
誠

H
M
男
)
神
丘

宮
崎
知
美
(
稔
ロ
目
立
)
凶
代

山

間

健

(
末
吾

二
男
)
南
栄
町

松

旧

陸

美

(英
怒

二
k
)
紘

町

内凶
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

平

原

利
M
M
M
大
間
枝
美
子
末
広
町

h
川

三
郎
n
回
村

智
子

梨

昇

笹

森

照

夫
H
H
伊

藤

消

子

盟

国

間

M
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

小
原
日
出
幸
H
骨川
崎
ト
キ
子

本

町

問

中

大

介

(保
夫

二
男

)

八

幡

町

村

本

昭

光

f
雌

合

洋

下

旧

代

中

届

明

美

(
笑

長

女

)

尚

美

町

西

沢

昭

一
M
l
J上
忠

子

宅

仏

阿

佐

藤

正

明

(静

夫
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